
裁判員制度の施行準備から
現在に至るまで

岡山地方裁判所：鬼澤友直
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１ 裁判員制度実現までの準備

平成１１年司法制度改革審議会

司法制度の在り方を抜本的に検討する会議

平成１３年６月 意見書提出
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○ 刑事司法制度の改革＋国民的基盤の確立

裁判員制度の創設を提言

１ 裁判員制度実現までの準備
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平成１３年１１月 司法制度改革推進本部を内閣に

設置

平成１６年５月２８日 裁判員法成立

この間刑事裁判の在り方に関するじっくり
とした検討がなされてきたか？裁判官と裁判員の人数比の問題に議論の大

半が費やされ、裁判の在りように関する十分
な検討が尽くされていない。

１ 裁判員制度実現までの準備
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安定した運用の実現のため実施まで５年の準備期間この間に裁判員裁判の在り方を実証的に検討

模擬裁判を繰り返し実施

１ 裁判員制度実現までの準備
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Ｈ１７．８．３第１回法曹三者模擬裁判

１ 裁判員制度実現までの準備
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そして，見えてきたものは・・・・・

１ 裁判員制度実現までの準備
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これまでの刑事裁判のままで単に裁判員を加えるだけではダメ！

１ 裁判員制度実現までの準備
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判断主体が変化裁判官のみの裁判体から裁判員と裁判官による裁判体へ

１ 裁判員制度実現までの準備
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書面の読み込みによる心証形成から目で見て耳で聞いて分かる審理へ

１ 裁判員制度実現までの準備
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良い評議

裁判員が法廷で見た証拠に基づき意見を持つこと

充実した公判審理

１ 裁判員制度実現までの準備
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裁判員が法廷で見た証拠に基づき意見を持つ

裁判員を説得する当事者の役割が重要
（当事者主義の徹底）

裁判員と裁判官が対等の立場で評議する

裁判官のみが記録を読んで裁判員に
説明・説得するようなことはしない。

１ 裁判員制度実現までの準備
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２ 裁判員制度の開始

平成２１年５月２１日裁判員法施行

記念式典の様子
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Ｈ２１．８．３ 裁判員裁判第１号事件＠東京

２ 裁判員制度の開始
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Ｈ２１．１０．６ 岡山地方裁判所第１号事件

Ｈ２１．８．１０ 裁判員裁判第２号事件＠さいたま

２ 裁判員制度の開始
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Ｈ２１．１０．９ 岡山地裁第１号事件判決

２ 裁判員制度の開始

被告人（４０歳）が，別れ話のもつれから当時
２０歳の会社員女性の左胸をナイフで刺したとし
て殺人未遂などに問われた事件

懲役６年６月の判決（検察官の求刑懲役８年）

審理期間４日
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２ 裁判員制度の開始
（Ｈ２１．１０．７ 山陽新聞一面）
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２ 裁判員制度の開始
（Ｈ２１．１０．７ 山陽新聞社会面）
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２ 裁判員制度の開始
（Ｈ２１．１０．９ 山陽新聞社会面）
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２ 裁判員制度の開始
（Ｈ２１．１０．１０ 山陽新聞一面）
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２ 裁判員制度の開始
（Ｈ２１．１０．１０ 山陽新聞社会面）
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公判はどのように変わったか

３ 刑事裁判はどのように変わったか

○ 当事者の冒頭陳述，論告弁論が分かりやすくな
った

○ 短期間のうちに集中的に審理がされるようにな
った

○ 証人尋問などの仕方に工夫がされるようになっ
た

○ 提出される証拠が重要なものに絞られるように
なった
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公判の準備はどのように変わったか

３ 刑事裁判はどのように変わったか

○ 検察官がより積極的に証拠を開示するようにな
った

○ 裁判員に対するわかりやすさの視点から主張・
証拠の整理と審理計画が立てられるようになった

○ 弁護側もより積極的に弁護側のストーリーを述
べるようになった
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これが日本の刑事裁判か！！
と思えるくらい，法廷の訴訟活動が劇的に変化

３ 刑事裁判はどのように変わったか
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裁判員に選ばれたからには自分なりに一生懸命
やります！という日本人のまじめな国民性に感動

３ 刑事裁判はどのように変わったか
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裁判員・補充員経験者数（全国 Ｈ２８．６まで）

６万９６９２人

４ これまでの実施状況
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裁判員・補充員経験者数（岡山 Ｈ２８．６まで）

１０６９人

４ これまでの実施状況
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判決人員（全国 Ｈ２８．６まで）

９０３２人の被告人

４ これまでの実施状況
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判決人員（岡山 Ｈ２８．６まで）

１３４人の被告人

４ これまでの実施状況
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４ これまでの実施状況

２０代

14%

３０代

20%

４０代

24%

５０代

20%

６０代

19%

７０歳以上

2%

不明

1%

裁判員の年代別(H２７)
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４ これまで実施状況

殺人

23%

強盗致傷

22%

傷害致死

10%

現住建造物等

放火

9%

覚せい剤取締

法違反

8%

その他

28%

罪名別終局人員(H２８.６まで)
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４ これまでの実施状況

２日

0%
３日

5%
４日

19%

５日

24%

６日

20%

７日

12%

８日以上

20%

裁判員裁判の日数（Ｈ２６）
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４ これまでの実施状況

わかりやす

かった

66%

普通

31%

わかりにく

かった

2%

無回答

1%

審理内容のわかりやすさ（Ｈ２７）
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４ これまでの実施状況

十分議論が

できた

75%

不十分で

あった

7%

わからない

17%

無回答

1%

評議における議論の充実度（Ｈ２７）
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４ これまでの実施状況

積極的に

やってみたい

9%

やってみたい

25%

あまりやりた

くなかった

31%

やりたくな

かった

19%

特に考えて

いなかった

15%

不明

1%

裁判員に選ばれる前の気持ち（Ｈ２６）
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４ これまでの実施状況

非常によい

経験と感じた

58%

よい経験と感

じた

38%

あまりよい経

験とは感じな

かった

2%

よい経験とは

感じなかった

1%

特に感じるこ

とはなかった

1%

裁判員として裁判に参加した感想（Ｈ２６）
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４ これまでの実施状況（両グラフの対
照）

選ばれる前

積極的な

意見
消極的な

意見
６５％

３５％

選ばれた後

積極的な意

見
消極的な意

見９６％



ご清聴，ありがとうございました

岡山地方裁判所：鬼澤友直


